
〇
最
上
川
谷
地
押
切
渡
よ
り
柏
沢
迄
絵
図

巻
子
本

乾
六
七
・
五
×
七
三
三
・
五

坤
六
七
・
五
×
六
六
二
・
五

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

致
道
博
物
館
（
鶴
岡
市
）

山
形
県
指
定
有
形
文
化
財
（
平
成
二
年
）

庄
内
藩
主
酒
井
家
旧
蔵
本
。
乾
・
坤
二
巻
か
ら
な
る
。

巻
物
お
よ
び
折
畳
み
式
の
最
上
川
関
係
絵
図
の
中
で
は
最
も
大
き
く
、
描
き
方
も
精
密
で
豪
華
で
あ
る
。

絵
図
は
、
右
側
を
上
流
、
左
側
を
下
流
と
し
て
描
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
方
が
右
岸
、
下
方
が
左
岸

と
な
っ
て
い
る
。
描
写
方
法
は
展
開
法
を
と
り
、
川
を
中
心
に
両
岸
を
俯
瞰
す
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
風
景

等
は
原
則
と
し
て
川
を
正
面
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
注
記
の
文
字
の
記
入
方
向
は
ま
ち
ま
ち
で
か
な
り
見

に
く
い
。
た
だ
し
、
川
の
中
の
岩
礁
や
瀬
・
渕
等
の
注
記
は
上
流
を
上
に
し
て
あ
り
、
展
開
法
は
下
流
を
下
に

し
て
縦
に
置
い
て
見
る
よ
う
に
描
い
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
上
川
中
流
、
谷
地
（
河
北
町
）
か
ら
清
川
ま
で
を
範
囲
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
両
岸
ま
た
は
一
方
が
新

庄
藩
領
と
な
っ
て
お
り
、
新
庄
藩
に
関
わ
る
絵
図
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
の
流
れ
は
青
色
、
山
々
や
樹
木
は
緑
で
描
き
、
村
々
は
家
並
み
と
樹
木
で
そ
の
位
置
を
示
し
て
村
名
を
注

記
し
、
赤
の
線
で
村
々
を
結
ぶ
道
路
を
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
庄
藩
領
の
村
々
の
領
域
を
黄
色
で
塗
っ
て

他
と
区
別
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
坤
の
奥
書
の
最
後
に
あ
る
「
延
享
三
丙
寅
歳
四
月
下
旬

岩
間
作
右
衛
門
」

と
い
う
記
載
と
相
ま
っ
て
、
こ
の
絵
図
が
新
庄
藩
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
岩

間
作
右
衛
門
は
当
時
新
庄
藩
郡
奉
行
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
奥
書
の
内
容
と
絵
図
の
記
載
内
容
と
の
矛

盾
か
ら
、
絵
図
の
作
成
は
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

土
生
田
（
村
山
市
）
・
横
内
（
尾
花
沢
市
）
・
朧
気
（
同
）
等
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
最
上
川
の
川
筋
か
ら
か

な
り
離
れ
た
羽
州
街
道
沿
い
の
村
々
も
描
か
れ
て
い
る
。

難
所
は
か
な
り
く
わ
し
く
描
か
れ
、
特
に
三
難
所
の
一
つ
、
碁
点
は
岩
礁
に
も
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
付
さ
れ
て

い
る
。

寺
社
・
堂
舎
も
数
多
く
描
か
れ
、
三
ケ
瀬
付
近
、
大
淀
（
村
山
市
）
の
羽
黒
堂
や
猿
羽
根
山
（
舟
形
町
）
の

地
蔵
堂
、
本
合
海
（
新
庄
市
）
付
近
の
谷
向
大
明
神
、
小
外
川
（
戸
沢
村
）
の
仙
人
堂
（
仙
人
宮
）
等
々
は
特

に
信
仰
を
集
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

新
庄
藩
領
と
天
領
や
庄
内
藩
領
と
の
境
界
に
は
境
石
や
分
杭
が
建
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
白
鳥
（
村

山
市
）
に
は
新
庄
藩
の
米
出
場
、
古
口
（
戸
沢
村
）
の
対
岸
に
は
番
所
が
あ
り
、
大
浦
（
大
石
田
町
）
か
ら
藁

沓
街
道
と
呼
ば
れ
る
道
路
が
あ
り
、
稲
沢
（
大
蔵
村
）
か
ら
は
永
松
銅
山
へ
の
道
路
が
通
じ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

坤
の
奥
書
は
上
段
と
下
段
に
な
っ
て
お
り
、
引
用
文
は
上
段
に
記
さ
れ
て
い
る
。
下
段
に
は
「
清
水
よ
り
柏

沢
ま
で
道
程
」
が
一
里
ご
と
に
列
記
さ
れ
て
お
り
、
岩
間
作
右
衛
門
の
署
名
が
あ
る
。

こ
の
奥
書
を
検
討
す
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
、
延
享
三
年
の
奥
書
と
水
路
図
は
別
物
で
あ
り
、
当
時
新
庄
藩

郡
奉
行
で
あ
っ
た
岩
間
作
右
衛
門
が
新
庄
藩
領
域
の
最
上
川
水
路
図
を
庄
内
藩
と
の
藩
領
問
題
で
再
利
用
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
水
路
図
自
体
は
延
享
三
年
以
前
に
作
ら
れ
て
お
り
、
所
蔵
者
の
庄
内
藩
は
作
成

と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
ろ
う
。
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